
臨床研修制度の導入が 

地域医療に与えた影響 

 
臨床研修制度の評価に関するＷＧ 

新潟大学医学部長 

髙橋 姿 

ヒ ア リ ン グ 資 料 － ３ 

髙橋 姿 参考人 提出資料 
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都道府県（従業地）別にみた人口１０万対医師数 

平成22(2010)年12月31日現在 

（人） 

全国230.4人 

新潟県191.2人，42位 1 
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新潟県177.2人，44位 

平成22(2010)年12月31日現在 

都道府県（従業地）別にみた 

医療施設に従事する人口１０万対医師数 

全国219.0人 

   0 

（人） 
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新潟県の臨床研修制度 

3 



1 

2 3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 
15 

16 

17 

4 

http://map.yahoo.co.jp/cm/imap/admi15.map


0

200

400

600

800

1000

1200

1400

平成23年研修医マッチングの結果 
（名） 

新潟県 81名，27位 5 
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都道府県別にみた人口１０万対マッチ者数 

平成23年度マッチング結果 
人口：平成22年度国勢調査 

（人） 

全国平均6.21人 

新潟県 3.41人，45位 6 
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新潟大学病院の卒後臨床研修実施者（出身大学別） 

（名） 
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新潟県内の臨床研修実施者（病院別） 

（名） 

新潟県福祉保健部調査 
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新潟県内の臨床研修実施者（出身大学別） 

新潟県福祉保健部調査 

（名） 
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新潟県内の臨床研修実施者（大学・高校別） 

新潟県福祉保健部調査 

（名） 
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秋田大学 

旭川医科大学 

岩手医科大学 

愛媛大学 

大分大学 

金沢医科大学 

金沢大学 

川崎医科大学 

関西医科大学 

北里大学 

杏林大学 

近畿大学 

群馬大学 

慶應義塾大学 

高知大学 

埼玉医科大学 

佐賀大学 

鳥取大学 

富山大学 

日本大学 

日本医科大学 

弘前大学 

福井大学 

福岡大学 

福島県立医科大学 

藤田保健衛生大学 

三重大学 

宮崎大学 

山形大学 

山口大学 

山梨大学 

横浜市立大学 

琉球大学 
   （アイウエオ順） 

産業医科大学 

自治医科大学 

島根大学 

順天堂大学 

昭和大学 

信州大学 

聖マリアンナ医科大学 

千葉大学 

筑波大学 

帝京大学 

東海大学 

東京医科大学 

東京女子医科大学 

東邦大学 

東北大学 

徳島大学 

独協医科大学 

新潟県内で研修を開始した新潟大学以外の卒業生 

総勢 50校 250名 （H16～H23） 15 



新潟大学の臨床研修 
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新潟大学臨床研修病院群研修プログラム 

大学病院で１２ヵ月、関連病院で１２ヵ月研修する 

1

2

3

4 地域医療

地域医療

地域医療

地域医療

20 2114 15 18 1916 1711 12 13 2422 237 8 9 104 5 61 2 3

４種類のパターン（１,２,３,４）３ヵ月ごとに 

緑色は協力型研修病院研修 

茶色は地域医療研修病院研修  
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協力型臨床研修病院 

 県立中央Ｈ  がんセンターＨ 

 県立新発田Ｈ  長岡日赤Ｈ 

 長岡中央綜合H  済生会新潟第二Ｈ 

 立川総合Ｈ  新潟労災Ｈ  

 下越Ｈ  西新潟中央Ｈ 

 燕労災Ｈ  県立六日町Ｈ  

 県立十日町Ｈ  県立小出Ｈ  

 県立吉田Ｈ  水原郷Ｈ  

 済生会三条Ｈ  三条総合Ｈ 

 村上総合Ｈ  上越総合Ｈ 

 刈羽郡総合Ｈ  糸魚川総合Ｈ 

 佐渡総合Ｈ  小千谷総合Ｈ 

 信楽園Ｈ  木戸Ｈ 

 白根健生Ｈ  新潟臨港Ｈ 

 新潟南Ｈ  南部郷総合Ｈ 

 新潟こばりＨ  亀田第一Ｈ 

協力型臨床研修病院は研修希望者自身が選択可能 

協力型臨床研修病院 

 県立中央Ｈ  がんセンターＨ 

 県立新発田Ｈ  長岡日赤Ｈ 

 長岡中央綜合H  済生会新潟第二Ｈ 

 立川総合Ｈ  新潟労災Ｈ  

 下越Ｈ  西新潟中央Ｈ 

 燕労災Ｈ  県立六日町Ｈ  

 県立十日町Ｈ  県立小出Ｈ  

 県立吉田Ｈ  水原郷Ｈ  

 済生会三条Ｈ  三条総合Ｈ 

 村上総合Ｈ  上越総合Ｈ 

 刈羽郡総合Ｈ  糸魚川総合Ｈ 

 佐渡総合Ｈ  小千谷総合Ｈ 

 信楽園Ｈ  木戸Ｈ 

 白根健生Ｈ  新潟臨港Ｈ 

 新潟南Ｈ  南部郷総合Ｈ 

 新潟こばりＨ  亀田第一Ｈ 

秋田日赤Ｈ 竹田総合Ｈ  

鶴岡荘内Ｈ 水戸済生会Ｈ 

長野日赤Ｈ 
協力型病院がパターン別に受入可能人数を 

提示し、その中から各自が希望順位を登録 
18 



新潟大学臨床研修病院群研修プログラム 

1a

1b

2a

2b

3a

3b

4a

4b

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療

４パターンと２サブパターンの組み合わせで原則８通り 

救急研修により２種類のサブパターン（a、b） 

aは大学病院、bは協力型病院で救急研修を行う 
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必修科目：内科12Ｍ，救急3Ｍ，地域医療3Ｍ 
２選択必修科目：外科，麻酔科，小児科，産婦人科，精神科から各1.5Ｍ 
自由選択：3Ｍ   （内科6Ｍを放射線科、小児科、精神科も可） 

内科重点コース（研修プログラムＡ） 

1a

1b

2a

2b

3a

3b

4a

4b

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療
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外科系：6Ｍ 

必修科目：内科6Ｍ，救急3Ｍ，地域医療3Ｍ 
２選択必修科目：外科，麻酔科，小児科，産婦人科，精神科から各1.5Ｍ 
自由選択：3Ｍ 

外科系重点コース（研修プログラムＢ） 

1a

1b

2a

2b

3a

3b

4a

4b

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療

救急 地域医療
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必修科目：内科6Ｍ，救急3Ｍ，地域医療3Ｍ 
２選択必修科目：小児科，産婦人科，精神科，外科，麻酔科で各1.5Ｍ 
希望科：9Ｍ 

専門重点コース（研修プログラムＣ） 

○ 専門研修希望科での研修3Ｍから研修を開始し，希望科研修3Ｍ
で研修を修了する 

 

○ 予め希望する診療科と相談の上，面接時に決定する 

1b

2a

2b

3a

3b 救急 地域医療

地域医療救急

救急 地域医療

地域医療救急

救急 地域医療

21 22 23 2417 18 19 2013 14 15 169 10 11 125 6 7 81 2 3 4

希
望
科 

希
望
科 
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必修科目：内科6Ｍ，救急3Ｍ，地域医療1Ｍ 
２選択必修科目：外科，麻酔科，小児科，産婦人科，精神科から各1Ｍ 

選択重点コース（研修プログラムＤ） 

1a

1b

2a

2b

3a

3b

4a

4b

地 域 医 療

地 域 医 療

地 域 医 療

地 域 医 療

地 域 医 療

救急

1 2 3

救急

4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 2420 21 22 23

地 域 医 療救急

救急

救急

地 域 医 療

地 域 医 療

救急

救急

救急

自由選択：12Ｍ 
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臨床研修終了後の動向 
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0

20

40

60

80

100

120

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

新潟大学 他大学 不明

新潟大学新規所属者（入局者）：卒業大学別 
（名） 

26 



0

20

40

60

80

100

120

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

県内 県外 その他･不明

新潟大学新規所属者（入局者）：出身県（高校）別 
（名） 

27 



0

20

40

60

80

100

120

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

卒後直入局 新潟大学病院 県内研修病院 県外病院･大学 不明

新潟大学新規所属者（入局者）：臨床研修病院別 
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新潟大学と新潟県の取組み 

29 



年度 

一般入学 推薦入学 

学士枠 合計 備考 

一般 地域枠 一般 地域枠A 地域枠B 

平成19年度 75人 0人 20人 0人 0人 5人 100人 平成元年～平成19年度までの定員 

平成20年度 80人 0人 20人 5人 0人 5人 110人 
新医師確保総合対策による10人の暫定増 
（H20～29まで） 

平成21年度 85人 0人 20人 5人 5人 5人 120人 
緊急医師確保対策（地域枠B 5人） 
骨太方針による特例措置（一般枠 5人） 
計10人の暫定増（H21～29まで） 

平成22年度 85人 5人 20人 5人 5人 5人 125人 
地域の医師確保等の観点からの定員増 
（地域枠 5人、H22～31まで） 

平成23年度 85人 0人 20人 5人 10人 5人 125人 一般入学地域枠を廃止、地域枠Bを5人増 

新潟大学医学部医学科定員の推移 

・平成19年度までの新潟大学医学部医学科の定員は100人。 

・「新医師確保総合対策｣等の取組により、平成22年度には125人と25人増となった。 

※太枠内は県からの医師養成修学資金の貸与が条件となっている。 30 
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区 分 
募集

期間 

貸付内容 

累計人数 貸付金の返還免除要件 
定 員 月 額 

県外医学生枠 
H20

～ 
３人 

国公立15万円 

私立 30万円 

 

12人  

（卒業１人

→研修中） 

○貸付期間の１．５倍の年数（最長９年間

、臨床研修２年及びキャリア形成のた

めの研修期間を含む。）を、県が指定

する医療機関に勤務した場合は、返還

を免除。 
新潟大学地域枠Ｂ 

（H22の前期日程地域枠を含む） 

H21

～31 

10人 

（H21は5人） 
15万円 

25人  

（卒業なし） 

順天堂大学新潟県地域枠 
H22

～31 
２人 30万円 

４人  

（卒業なし） 

〈参 考〉 

県・市町村共同事業 
H17

～19 
３人 30万円 

８人 
（卒業３人

→研修中） 

○貸付期間プラス３年（最長９年間、臨床

研修２年及びキャリア形成のための研

修期間を含む。）を、県が指定する共同

参加の市町村に所在する医療機関に

勤務した場合は、返還を免除。 

  医師免許取得後、県が指定する医療機関に一定期間勤務することなどを返還免除要件とする医学 

 生を対象とした修学資金制度を平成17年度から実施。 

  ※県が資金を拠出し、（財）新潟医学振興会が貸付（H17～H19の間は毎年３市町が事業参加）。 

修学生のキャリア形成や医療機
関配置の考え方などを検討 

 １ 新潟県医師養成修学資金制度の概要 
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 ２ 新潟県医師養成修学資金貸与医師数の推移（見込み） 

○ 「重点コース修学資金」の貸与を受け、医師免許取得後、県が指定する医療機関に一定期間勤務する必
要がある医師は、新潟大学医学部地域枠B入学者の卒業が始まる平成27年度以降増加し､ピーク時の
平成36年度には、130人に達する見込み。 

○ 義務期間を終了した医師については、引き続き地域医療を始めとした県内定着を目指す。   

0 1 1 1 1 3 8 
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150 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 

人 

年度 

義務年限内医師数 

※義務年限終了医師の７割が   
  県内定着と見込んだ場合 
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１ 県修学生が県指定医療機関への勤務だけでなく、引き続き地域医療に定着するための 

  仕組みづくりを検討 

２ 県修学生が地域医療に従事しつつ、医師としてキャリアアップできる仕組みづくりを検討 

３ 地域医療を担う医師の増加に繋がっていくような県全体のバランスを考えた効果的な 

      運用を検討 

４ 県修学生の在学中からのモチベーションと満足度を向上させる方策を検討 

 ３ 地域医療を担う医師養成・キャリア形成支援検討委員会 

設置趣旨 

委 員 スケジュール 

新潟大学医学部 

新潟大学医歯学総合病院 

新潟県医師会 

新潟県病院協会 

新潟県厚生連 

新潟県市長会  

新潟県町村会 

新潟医学振興会 

新潟県病院局長 

新潟県福祉保健部 

新潟県福祉保健部  

高橋 姿 

内山 聖 

塚田芳久 

森下英夫 

末武雅之 

大平悦子 

神田敏郎 

鈴木栄一 

江口孝雄 

若月道秀 

荒川正昭  

医学部長 

病院長 

理 事 

理 事 

理事長 

魚沼市長 

阿賀町長 

専務理事 

局 長 

部 長 

参 与  

◎委員長 

県立十日町病院長 

長岡赤十字病院長 

第１回会議（平成23年８月８日） 
 議題：制度の現状、検討課題と論点について 
第２回会議（平成23年10月13日） 
 議題：キャリア形成等について        
第３回会議 平成24年１月下旬予定 

平成24年度 
○大まかな制度運用について、地域枠を始めと 
 した修学生に順次説明。 
○具体的な制度運用について、委員会で継続検討。 
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良医育成新潟県コンソーシアム 
（新潟大学病院，16県内基幹型臨床研修病院，新潟県で構成） 

・新潟県臨床研修合同ガイダンスの開催（年3回） 
 

・臨床研修病院見学・実習会の開催（旅費を支給） 
 

・新潟県臨床研修フォーラムの開催（年2回） 
 

・県出身県外医学生の集いの開催（東京） 
 

・レジナビフェア（前期研修・後期研修）への参加 
 

・「ニュースレター」の発行（季刊） 
 

・「医学生のための新潟県の臨床研修病院案内」発行 
 

・県内高校訪問と県内高校の医学部訪問 
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医学部の取組み 

• 臨床研修制度プログラムの継続的な改革 

• 臨床研修期間： 

必須科目ローテートと将来を視野に入れた選択 

• 地域枠学生のキャリアパス充実 

義務年限終了後の地域定着 

専門医獲得と大学院進学 

• 一般枠学生への魅力的な研修プログラム 

多彩な専門医研修プログラム 

大学院の改組による進学率向上 
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